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中央監視管理業務仕様書 

 

１ 業 務 名  中央監視管理業務 

 

２ 履行場所  県立日南病院 

        日南市木山１丁目９番５号 

        

３ 履行期間  令和８年１０月１日から令和１１年９月３０日まで 

                 

４ 業務の目的 

 県立日南病院の電気、ボイラー・熱源、空調、給排水衛生、建築付帯設備等諸設備

及び施設全般の安定かつ効率的な運転操作や、日常保守点検、故障時の対応を行うこ

とにより、諸設備が充分に機能を発揮し、かつ、円滑な病院運営が行われることを目

的とする。 

また、諸設備の耐久性の保持及び光熱水費や環境負荷の低減を図り、病院運営経費

の削減に寄与することを目的とする。 

 

５ 業務実施方法 

(1) ボイラー作業主任、営繕作業士を除く職員は、常時中央監視・防災センターにお

いて、種々の設備を機械的に監視するとともに、現場に出向いて必要な作業を行う

ものとする。 

(2) ボイラー作業主任は、日中ボイラー監視室、又はボイラー室に常駐しボイラー運

転監視及び必要な業務を行うものとする｡ 

(3) 営繕作業士は原則として地下 1 階の営繕室において営繕作業を行い、必要に応じ

て公舎に出向き、給排水、衛生保守管理及び営繕作業を実施するものとする｡ 

 

６ 業務対象設備（以下「諸設備」という。)   

(1) 電気設備 

受変電設備、非常用自家発電設備、直流電源設備、無停電電源設備、電灯・コン

セント設備、弱電設備（非常放送、電話、ナースコール、電気錠、時計、監視カメ

ラ）、中央監視設備、情報ネットワーク設備（院内ＬＡＮ）、消防設備、その他附

帯する設備・機器 

(2) 空調設備  

蒸気ボイラー、熱源設備（吸収冷温水機、水冷スクリューチラー等）、圧力容器

設備、空気調和設備、冷暖房及び換気設備、その他附帯する設備・機器 

(3) 給排水・衛生設備  

給排水及び給湯設備、井水浄化設備、消火設備、衛生設備、医療ガス供給設備、

排水処理設備、その他附帯する設備・機器 

(4) 建築附帯設備  

エレベーター設備、自動ドア設備、リニア搬送設備、防火戸・排煙設備、消防設

備、その他附帯する設備・機器 

(5) その他  

建築建具、棚、机、ベッド等の軽微な備品、テレビ、冷蔵庫等の電化製品(医療機
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  器を除く)、厨房機器、屋外設備 

 

７ 業務内容 

(1) 運転監視等業務 

ア 諸設備に共通の業務 

(ｱ) 諸設備の運転及び監視 

(ｲ) 諸設備の日常の巡視点検、異常時の措置、消耗品類の補充交換 

(ｳ) 各種計量器の読み取り記録(電気、ガス、水道、井戸水、他) 

(ｴ) 公共料金にかかる検針時の立会い 

(ｵ) 別に定める諸設備ごとの定期点検 

(ｶ) 別に定める諸設備の目視点検 

(ｷ) 諸設備の非常時における適切な処置 

(ｸ) 諸設備の清掃、手入れ 

(ｹ) 諸設備の改善立案及び小修繕 

(ｺ) 本委託業務とは別に発注する保守点検及び整備･修繕作業等の立会い、連絡調

整 

(ｻ) 緊急院内放送 

(ｼ) 法定点検業務の報告書作成保管    

(ｽ) 各種機器のデータの記録整備保管 

(ｾ) 燃料、医療ガス等の受入立会い 

イ 電気設備に係る業務 

(ｱ) 中央監視設備による監視、制御、データ管理 

(ｲ) デマンド監視及びピークカットの対応 

(ｳ) 非常用発電機、直流電源装置の定期保守点検 

(ｴ) 無停電電源(ＣＶＣＦ)設備の日常保守点検 

(ｵ) 昇降設備の運転監視及び緊急措置 

(ｶ) 停電時の非常用発電機の管理 

(ｷ) 各電池の日常点検 

(ｸ) 第２非常用発電機用少量危険物の管理           

(ｹ) 弱電設備の日常保守点検及び故障対応 

(ｺ) 各電気設備機器(サイン含む)小修繕(球交換等)              

(ｻ) その他の電気設備の日常点検 

ウ 熱源・機械設備(空調・給排水設備)に係る業務 

(ｱ) 中央監視設備による監視、制御、記録 

(ｲ) 熱源機器及び付属機器の日常保守点検及び巡回運転監視 

(ｳ) 冷却塔、補給水槽の日常保守点検及び運転監視 

(ｴ) 空調機(ファンコイル含む)、給排気ファンの日常保守点検及び運転監視 

(ｵ) 各種ポンプ類の日常保守点検及び運転状態監視 

(ｶ) 特殊設備、機械装置の日常保守点検及び故障対応 

(特殊排水・医療ガス・厨房設備・井水浄化設備・消防設備他) 

(ｷ) 各種タンク類の日常保守点検及び管理 

(ｸ) 給排水設備、衛生設備、パイプシャフト等の清掃 

(ｹ) 各種水質検査実施記録 

(ｺ) 各設備機器の小修理並びに緊急対応修理・処置 

(ｻ) 病棟及び外来棟のフィルター清掃年２回、その他の部分は随時。ただし、感 
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染性排気処理用フィルターの交換作業は別途とする。 

(ｼ) 各種配管及びバルブ類の日常保守点検         

(ｽ) 法定点検業務の報告書作成立会い(ボイラー等) 

(ｾ) 業務用空調冷凍機器の簡易点検・報告(年４回) 

エ 搬送設備に係る業務 

(ｱ) 故障時の一次対応及び障害排除 

(ｲ) その他、利用者からの問合せに対する対応等 

オ 建築物に係る業務 

(ｱ) 各施設の破損部小修理 

(ｲ) 各施設の緊急処置及び障害除去(雨水配管等) 

カ 協力及び立会い等の業務 

  (ｱ) 官公庁等の検査 

(ｲ) 施設の整備(保守業務に関するもの)に伴う測定試験、検査 

(ｳ) 病院が実施する自主的保全調査及び検査 

(ｴ) 病院が実施する施設整備及び施設整備のための事前調査及び点検 

キ 院内ＬＡＮに係る業務(ＩＴ担当業務) 

(ｱ) 病院内の院内ＬＡＮを利用する端末機器(パソコン及びプリンター)の設置管

理 

(ｲ) 院内ＬＡＮを利用する端末機器の設定及びプリンター等周辺機器接続支援 

(ｳ) 院内ＬＡＮを利用する病院所有のパソコンへのウィルス対策ソフトインスト

ール作業及びＯＳのアップデート作業支援 

(ｴ) 院内ＬＡＮ用ネットワークの簡易的な配線業務 

(ｵ) 院内ＬＡＮを利用するパソコンにウィルス感染が確認された場合の隔離､復旧

作業 

(ｶ) 機器類及び院内ＬＡＮネットワークに係る障害の初動対応 

ク 電話交換設備に係る業務 

(ｱ) 電話器及びＰＨＳのトラブルの一次対応 

(ｲ) ＰＨＳ修理の際の出入管理 

ケ ボイラー作業主任者の業務 

(ｱ) ボイラー及び付属機器の運転、管理及び小修繕 

(ｲ) ボイラー用水の水質管理 

(ｳ) 第一種圧力容器の管理 

(ｴ) ボイラー及び熱源機器に係る少量危険物の管理  

(ｵ) ボイラー等設備の法定検査前の整備に関すること 

(ｶ) その他、ボイラー及び圧力容器安全規則に基づく点検 

コ 営繕作業士の業務 

(ｱ) 木工製作物製作(本棚等) 

(ｲ) 院内木製建具の修理 

(ｳ) 車椅子等の修繕 

(ｴ) 公舎の給排水、衛生設備等の修理 

(2) 防災業務 

ア 防災監視盤(ガス漏れ受信機含む｡)の監視、操作  

イ 火災等の災害発生時の通報連絡、初期消火、避難誘導、防災設備の操作 

ウ 自衛消防活動の中枢的役割(自衛消防業務講習受講者の配置) 

エ 消防、防災設備の日常保守点検   
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オ 病院及び日南市消防隊への防災情報の提供 

カ 防災訓練への参加                       

(3) 点検サイクル他 

ア 日常巡回点検業務 

日常巡回点検は、運転監視業務に付帯して行う業務で諸設備の運転状況を判断 

し、機器機能状態を人的に管理するものとする。 

イ 月度点検 

諸設備の定期点検を周期的に行い消耗品の交換、潤滑油の補充、注油、清掃を 

実施し、機器の状態を維持保全することを目的とする。 

ウ 年度点検 

各設備メーカーにより実施された精密点検（法定検査含む)に基づき異常の有無 

を確認する点検(各種点検基準に基づく点検)を実施するものとする｡ 

エ 各種小修理 

各要員の行える範囲の軽微な修理対応を実施するものとする(常設の工具で対応 

可能な範囲)。 

オ 各設備機器台帳 

データ記録に基づき分析し、補修改善計画の企画立案及び進言を行うものとす 

る。 

(4) その他病院が必要と認める業務 

以上の業務以外でも、公舎修繕その他病院から要請された作業等については、積

極的に協力すること。 

 

８ 業務実施体制 

(1) 受託者は以下のことに留意し、業務を遂行すること。 

ア 勤務体制は平日の日勤(午前８時から午後５時まで)が業務代理者、ボイラー作

業主任、営繕作業士、中央監視卓番、現場作業要員(単独作業は不可)が常駐し、

それ以外は中央監視卓番、現場作業要員(単独作業は不可)を常駐させ、夜間は業

務に支障のない範囲で交代で仮眠できるものとし、業務代理者は台風接近時を除

いて平日の日勤専門とする。 

また、平日の日勤帯には、必ずＩＴ担当者が配置されること(この場合業務代理

者がＩＴ担当者を兼ねることができる。)｡ 

(2) 各要員の主な業務内容   

ア 業務代理者  

 委託業務全般を統括し、病院担当者と業務に関する連絡及び調整を行う。 

イ ボイラー作業主任 

ボイラー及び第一種圧力容器の運転、管理、点検及び小修繕を行うとともに、 

法定点検等の準備、立会い等を行う。 

ウ 中央監視卓番  

中央監視室に常駐し、中央監視装置を用い諸設備の監視、制御、データ管理を 

行う。 

エ 現場作業要員  

病院各所の小修繕、障害一次対応、改修工事等の立会い・指導などを行う。 

オ ＩＴ担当者  

情報ネットワーク設備に関する業務を行う。 

(3) 委託業務に必要な資格 
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ア 一級ボイラー技士以上のボイラー資格者 

イ 電気工事士 一種 

ウ 危険物取扱者 甲種または乙種 

エ 第三種冷凍機械保安責任者 

オ 消防設備士(甲種または乙種)または消防設備点検資格者(第１種または第２種) 

カ 自衛消防業務講習修了者 

(4) 業務体制、資格に関する事項 

ア ボイラー運転業務はボイラー運転資格者が勤務すること(ボイラー作業主任者は

一級ボイラー技士以上の有資格者かつ作業主任者として１年以上の実務経験者で

あること｡)｡ 

イ 常に病院施設担当職員と緊密な連携をとり実務遂行に万全を期すること。 

ウ 管理業務の内容を熟知して、従事者に充分な指導を行うこと。 

エ 従事者には研修、訓練を実施して業務内容の向上に努めること。 

オ 業務上知り得た内容について他の者に漏らしてはならない。 

カ 入院患者、外来患者等の接遇には十分注意を払うこと。 

キ 各種免許を要する業務に当たる場合は、免許証もしくはそれに代わるものを携

帯すること。 

 

９ 施行方法 

(1) 提出書類 

ア 実施計画、年間計画表 

(ｱ) 受託業者は、業務内容の目的にあった実施計画、年間計画表を提出し、病院

施設担当職員の承認を受けること。 

(ｲ) 万一の災害時及び類する緊急対応の連絡体制表を提出すること。 

イ 従事者名簿 

 委託業者は業務を施行するに当たり従事する者の名簿(氏名、生年月日、住所、

電話番号、所有資格を記載)を事前に病院施設担当職員に提出すること。 

 従事者を変更する場合も事前に届けを出し、承認を受けること。 

(2) 留意事項 

ア 委託業者は、その他業務方法の変更等の必要が生じたときは病院担当職員と協 

議の上、管理業務仕様書の変更について病院施設担当職員の承認を受けること。 

イ 中央監視室の内部には、関係者以外入室させないこと。 

ウ 関係する他の委託業者(警備、清掃等)とは、相互に協力して業務を遂行するこ

と。 

     

10 報告 

  受託者は病院施設担当職員に対して業務報告を文書で行うこと。 

(1) 業務日報 

業務代理者は状況を把握した後、翌日までに病院施設担当職員に報告すること。 

(2) 業務月報 

業務代理者は、受託業務について関係業務を集約した業務月報を作成し、翌月５

日までに病院施設担当職員に報告し承認を受けた後、請求書を提出しなければなら

ない。 

(3) 業務年報 

業務代理者は、受託業務について関係業務の集約、統計処理を行った上で業務年
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報を作成し、年度終了後１か月以内に病院施設担当職員に報告すること。 

(4) 問題発生時の対応 

故障が発生した場合は、直ちに修繕するものとする。修繕が出来ない場合は、病

院側に連絡して指示を仰ぐこと。 

なお、緊急を要する場合において病院施設担当職員と連絡がとれないときは、予

め決められた保守業者に修理を要請すること。 

(5) 保管 

業務日誌、月報、年報、その他報告書は、作成日より２年間を超える年度末まで

保管を行い、病院施設担当職員より提示の要求があれば開示すること。 

(6) その他 

受託業者は常に業務内容の点検、見直しを行い業務改善に努めること。 

 

11 支給品及び貸与品 

業務に必要な物のうち支給又は貸与するものは、次のとおりとする。 

(1) 支給品 

電球、管球、潤滑油、燃料、パッキン、フィルター、ベルト、各種水処理薬品、 

各種記録消耗品、営繕材料 

(2) 貸与品 

   業務上必要な部屋、電話及び光熱水、設備保守工具、その他業務に必要な機械 

 

12 その他 

(1) この仕様書に疑義が生じた場合については、双方協議して定めるものとする。 

(2) 令和１１年９月に委託期間が終了し引き続き委託業務を受託しない場合において

は、新受託業者との引継ぎを綿密に行い病院運営に支障がないように努めること。 

 


